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                               医療安全管理係長 辻田 幸子 

 

医療安全管理室は、病院職員全体の医療安全への意識が高まり、患者・職員の満足の向上を図ることを目的

として活動している。 

 

平成 20 年度  医療安全管理室目標 

【目標】各部署のセーフティマネージャーを中心に、自主的に取り組みができ安全な医療が提供できる 

１．各職場で５Ｓ:整理・整頓・清潔・清掃・しつけ（習慣）の意識を高める 

２．ＫＹＴ・ＲＣＡ導入により、予測ができ 0 レベルの報告が増える 

 

当院の医療安全管理室の活動状況について 

１．本年度より医療安全管理室の活動を医療安全推進部会とセーフティマネージャー活動会議へ変更し

活動を開始した。 

２．医療安全推進部会・セーフティは、注射・内服・ドレーン管理の３Ｇに分れて活動した。内服Ｇは持参薬

に関するインシデント減少に向けて取り組み、持参薬使用は中止の報告で進んでいる。ドレーンに関して

他部門でＲＣＡ事例検討会を 7 回／年開催した。出席者は看護師が中心で医師 2～3 名、コメディカル事

務部門からの出席が少なかった。また環境ラウンドをＫＹＴの視点で行う、各部署へフィドバックし評価を行

った。 

２．安全管理研修は、17/19 回開催し延べ 907/956 名の参加があった。ＡＣＬＳ研修参加は 83 名、年２回

の医療安全研修会の参加率 44％だった。 

３．医療安全強化週間の取り組みは、患者より医療安全の標語を募集し各掲示板に掲示し啓蒙活動を行

った。 

４．副看護師長業務は、各自テーマを持ち取り組んだ。持参薬に関するインシデント減少への取り組みは

医療マネージメント学会で発表した。 

平成 20 年度の取り組み 

【新たに開始した取り組み】 

転倒転落プロジェクト（機構全体の取り組み）6 月より開始 

月刊セーフティ発行 ８月より開始 

急変事例検討会   9 月より開始 

8 病棟テレメトリーシステム（生体モニター）導入 

【改善事例】 

薬剤破損/紛失届け用紙と使用手順 

採血ホルダーのディスポ化 

身体抑制・口頭指示・患者誤認マニュアル見直し 

 

今後の展望 

他部門の医療安全推進担当者の意識が高めるような活動を行うことで病院職員全体の医療安全への意識

が高まる。 



 

平成２０年度 報告集計                                      図１－１ 
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インシデント・アクシデント報告数の年度別推移
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図―１－２ 
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学会発表等 

 

 

発表演題 発表者 学会・研究会名 開催地 年月日 

持参薬に関わるインシデント内容                   

の分析とその対応    

信頼される質の高い医療の提供 

～  -急変事例検討会と AI の導入を試みて- 

 

今里純子 

 

辻田幸子 

医療マネージメント学

会長崎地方会 

 

 

長崎県 

諫早市 
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平成 20 年度医療安全教育・研修実施状況 

 

 

月 日程 研修名 対象 参加数 講師 

５月  新採用者研修 新採用者  医療安全管理係長 

 5 月 8 日 人工呼吸器研修 新採用・配置換 43 名 医療安全管理係長 

 5 月 19 日 ＫＹＴ研修 

危険予知ができる人材育成 

各部門セーフテ

ィ 

19 名 佐世保総合病院 

朝倉加代子先生 

医療安全管理係長 
  

６月 6 月 12 日 ＲＣＡ事例検討会                 職員全員   ４１名                 

6 月１8 日 除細動器・オートパルス 医師・看護師 59 名 日本光電 

6 月 26 日 個人情報保護研修 職員全員 

 

72 名 川上診療部長 

医療安全管理係長 

7 月 7 月 3 日 安全な移乗動作の介助・介護 看護師・療養介助員 35 名 理学療法士 

7 月 4～5 日 

 

7 月 16 日 

佐賀・長崎医療安全推進担当

者合同宿泊研修     医療

機器安全管理研修 

希望者 

 

医師・看護師 

３０名  

 

呼吸器ケアチーム 

7 月 23 日 危険予知トレーニング 職員全員 29 名 医療安全管理係長 

8 月 8 月 26 日 院内暴力対策について 職員全員 78 名 吉田循環器医長 

9 月 9 月 11 日 院内暴力対策について 職員全員 73 名 吉田循環器医長 

9 月 30 日 ＲＣＡ事例検討会 職員全員 43 名  

10 月 10 月 27 日 疼痛マネージメントにおける看

護師の役割 

医師・看護師・コ

メディカル 

79 名 寺田外科医長 

長崎医療センター 

有森 葉子先生 

11 月 11 月 26 日 ＲＣＡ事例検討会 職員全員 26 名  

12 月 12 月 12 日 ＲＣＡ事例検討会 職員全員 39 名  

1 月 1 月 15 日 ＲＣＡ事例検討会 職員全員 22 名  

2 月 2 月 4 日 病院機構における医療訴訟に

ついて～明日は我が身か～ 

職員全員 

 

113 名 機構本部訟務専門職 

岡村輝久先生 

2 月 6 日 サーボＳ説明会 医師・看護師 42 名  

2 月 23 日 ＲＣＡ事例検討会 職員全員 30 名  

3 月 3 月 23 日 ＡＣＬＳ研修 

 

職員全員 83 名 長崎医療センター 

救命救急センター長

高山医師 

3 月 16 日 医療安全推進部会活動報告会 職員全員   



 

 

 

 

 

 

 

 

 


